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審 査 結 果 の 要 旨 
  
本研究は耐糖能障害群に対して生活習慣介入を行うことによって、耐糖能にどのような
効果があるのかを調査したものである。生活習慣介入によりインスリン抵抗性が改善する
ことは知られているが、本研究では介入によりインスリン抵抗性に加えてインスリン初期
分泌能にも改善が認められた。この背景について、食生活の改善がインスリン初期分泌能
の改善に影響を与えた可能性が考えられた。本論文の内容は糖尿病発症予防・脳卒中予防
に関して生活習慣介入の有効性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと
認める。 
